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2-3. アナログ出力モード（乗算・減算／加算）

　Ａ，Ｂ，各チャンネルを各自独立して使用する場合のアナログ出力は前２－２項のとおりです。

　本項ではＡ，Ｂ，各チャンネル、および外部アナログ入力を組み合わせて演算出力する場合につ

　いて記します。

　チャンネルＡ　　　　波形出力用のＤＡチャンネルＡは出力モード選択スイッチ【ＲＥＳＬ】、

　　　　　　　　　　および【ＯＦＳＬ】の設定により単独動作だけでなく、ＤＡチャンネルＢ、

　　　　　　　　　　または外部からのアナログ入力と演算した電圧を出力することができます。

　　　　　　　　　　　これらは表２－３Ａの組み合わせ（①～⑦）があります。

　①　チャンネルＡ自身の単独動作（通常モード／表２－２Ａ）です。

　②　単独動作時の出力からチャンネルＢ出力を差し引いた値が出力電圧になります。

　③　単独動作時の出力から外部アナログ入力を差し引いた値が出力電圧になります。　なお外部

　　アナログ入力は差動ですから、接続により加算にもなります。

　④　単独動作時の出力とチャンネルＢを一定率で乗算した値が出力電圧になります。

　⑤　前述④の動作に外部アナログ入力減算（加算／図２－１Ｄ参照）が加わります。

　⑥　前述④のチャンネルＢの代りに外部アナログ入力が適用された動作です。

　⑦　前述⑥の動作にチャンネルＢ減算が加わります。

　チャンネルＢ　　　　汎用ＤＡ出力（通常モード／表２－２Ａ）として任意に使用できます。

　　　　　　　　　　　例外としてチャンネルＡとの乗算に使用する場合（表２－３Ａの動作④）

　　　　　　　　　　使用できません。　このときのチャンネルＢ出力端子には、チャンネルＡを

　　　　　　　　　　単独で使用する場合の電圧が出力されています。
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　　　　　　　　　　表２－３Ａ．（チャンネルＡ）出力モードの選択肢

　　　　　　　　（チャンネルＡ）出力電圧  乗算対象選択【設定】

（スイッチＲＥＳＬ）

オフセット選択【設定】

（スイッチＯＦＳＬ）

 ①　（Ｖａ）                 　　　　　　　　　《 単独動作 》 【１】内部基準電圧

　　　（＋１０ｖ）

【１】０ｖ

 ②　（Ｖａ）－（Ｖｂ）　　　　　　　　　　　　 《 減算動作 》 【１】内部基準電圧

　　　（＋１０ｖ）

【２】チャンネルＢ出力

 ③　（Ｖａ）－（Ｖｉｎ）　　　　　　　　　　　 《 減算動作 》 【１】内部基準電圧

　　　（＋１０ｖ）

【３】外部アナログ入力

 ④　チャンネルＢ出力がユニポーラ設定のときは２象限乗算動作で、

　　　　Ｖａ×（Ｄｂ／Ｄｆｓ）×１　･･･････････ ④～１

　　　　Ｖａ×（Ｄｂ／Ｄｆｓ）×（１／２）･････ ④～２

　 　チャンネルＢ出力：バイポーラ設定のときは４象限乗算動作で、

　　　　Ｖａ×｛（Ｄｂ－２０４８）／Ｄｆｓ｝×２ ･････ ④～３

　　　　Ｖａ×｛（Ｄｂ－２０４８）／Ｄｆｓ｝×１ ･････ ④～４

【２】チャンネルＢ出力 【１】０ｖ

 ⑤　（前記 ④ ）－（Ｖｉｎ） 【２】チャンネルＢ出力 【３】外部アナログ入力

 ⑥  チャンネルＡ出力がユニポーラ設定のときは２象限乗算動作で、

　 　　Ｖｉｎ×（Ｄａ／Ｄｆｓ）×１　･･････････ ⑥～１

　 　　Ｖｉｎ×（Ｄａ／Ｄｆｓ）×（１／２）････ ⑥～２

　 チャンネルＡ出力がバイポーラ設定のときは４象限乗算動作で、

　 　　Ｖｉｎ×｛（Ｄａ－２０４８）／Ｄｆｓ｝×２ ･･････ ⑥～３

　 　　Ｖｉｎ×｛（Ｄａ－２０４８）／Ｄｆｓ｝×１ ･･････ ⑥～４

【３】外部アナログ入力 【１】０ｖ

　⑦　（前記 ⑥ ）－（Ｖｂ） 【３】外部アナログ入力 【２】チャンネルＢ出力

　Ｖａ　：チャンネルＡ単独動作時の出力電圧、　 Ｄａ：チャンネルＡへの出力データ（ｄｉｇｉｔ）。

　Ｖｂ　：チャンネルＢ単独動作時の出力電圧、　 Ｄｂ：チャンネルＢへの出力データ（ｄｉｇｉｔ）。

　Ｖｉｎ：外部アナログ入力電圧。

　◆　ＤｆｓはＡモードのとき４０００（ｄｉｇｉｔ）、　　　【注１】　Ａモード（出荷時標準），Ｂモードについては

　　　　　　　Ｂモードのとき４０９６（ｄｉｇｉｔ）。　　　　　　　２－２項を参照。

　式④～１：チャンネルＢの出力設定レンジ０～＋１０ｖのとき。

　　④～２：　　〃　　〃　　　　〃　　　０～＋　５ｖのとき。

　　④～３：　　〃　　〃　　　　〃　　　　　±１０ｖのとき。

　　④～４：　　〃　　〃　　　　〃　　　　　±　５ｖのとき。

　式⑥～１：チャンネルＡの出力設定レンジ０～＋１０ｖのとき。

　　⑥～２：　　〃　　〃　　　　〃　　　０～＋　５ｖのとき。

　　⑥～３：　　〃　　〃　　　　〃　　　　　±１０ｖのとき。

　　⑥～４：　　〃　　〃　　　　〃　　　　　±　５ｖのとき。

　【注２】　演算結果が±１０ｖを越えた場合のチャンネルＡ出力値は

　　　　　保証されない。（出力素子が飽和するため）

　【注３】　外部アナログ入力範囲は±１０ｖ。

　　　　　（絶対最大定格＝±１５ｖ）
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　　　　　　　　　　　図２－３Ａ．単独、または減算（加算）動作

　　チャンネルＡ

　　　　　　　　     ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＡ出力

　　　ＤＡデータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①０ｖ

　　　　　　　　 内部基準電源　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外部アナログ入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③

　　チャンネルＢ

　　　　　　　　　　 ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＢ出力

　　　ＤＡデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①単独動作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②チャンネルＢ減算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③外部アナログ入力減算（接続により加算／図２－１Ｄ参照）

　　　　　　　　　　　図２－３Ｂ．チャンネルＢとの乗算動作

　　チャンネルＡ

　　　　　　　　　　 ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＡ出力

　　　ＤＡデータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ④０ｖ

　　　　　　　　　内部基準電源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  外部アナログ入力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑤

　　チャンネルＢ

　　　　　　　　　　 ＤＡＣ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＢ出力

　　　ＤＡデータ

　　　　　　　　　　　　　　　④チャンネルＢとの乗算

　　　　　　　　　　　　　　　⑤チャンネルＢとの乗算のうえ外部アナログ入力減算（接続により加算／図２-１Ｄ参照）

　　　　　　　　　　　　　　【注】 チャンネルＢとの乗算動作時は、チャンネルＢ自体を出力できません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　この場合は本図２－３Ｂのように、チャンネルＡの単独動作（２－２項）に

　　　　　　　　　　　　　　　　相当する出力となっています。

　　　　　　　　　　　図２－３Ｃ．外部アナログ入力との乗算動作

　　チャンネルＡ

　　　　　　　　　　 ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＡ出力

　　　ＤＡデータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑥０ｖ

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外部アナログ入力

　　　　　　　　　内部基準電源　　　　　　　　　　　 　⑦

　　チャンネルＢ

　　　　　　　　　　 ＤＡＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 チャンネルＢ出力

　　　ＤＡデータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥外部アナログ入力との乗算

　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦外部アナログ入力との乗算のうえチャンネルＢ減算
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